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２０２４年度 輝くまちづくり交付金  実施報告書 

１ 事業内容 

団体名 特定非営利活動法人まなざしの和 

事業名 美原から釧路活性化プロジェクト 

課題テーマ 地域経済の活性化、地域を担う人材育成 

事業提案の背景 

釧路市美原地域は半世紀前には新興住宅地として１万人以上の

住民が暮らし公設市場は子供を連れた家族で賑わっていた。そ

の後民間のスーパーが生鮮食品の販売を担っていたが現在は撤

退しドラックストアが出店している。スーパー撤退後は東部漁

協で月に１回程度鮮魚の販売を行ってくれていたが２０２４年

３月で終了となった。現在美原地域内には魚をはじめ生鮮食品

を購入できる店が無く美原地域内で買い物をしている親子や子

供達も見かけなくなった。住民の高齢化率も高くなり人口の半

数以上を６５歳以上が占めている状態で自家用車を所有してい

ない住民にとっては生鮮食品の購入の困難さが悩みの種になっ

ている。また美原の人口減少が続き現在では約６千人となって

しまいあちこちで空き家が目立つようにもなっている。 

美原地区の人口増加を視野に入れ、他の地域にはない美原なら

ではの地域の中心にある大型の市場の跡地を生かし家族連れや

子供達がかつてのように賑わい楽しる場所、そして生鮮食品を

はじめ地域の特産物なども気軽に購入できる場所の再構築を行

う必要がある。併せて安心して暮らしていくために再構築した

地域連携を生かした災害時の訓練を行う必要がある。 

事業目的 

美原地域は医療施設や金融機関、飲食店やドラックストア、釧

路大規模運動公園も隣接されている恵まれた立地条件で何より

も地域の中心に大型駐車場を兼ね備えたショッピングセンター

がある唯一の地域である。そこで釧路管内ならび道東の食品産

業を通じて釧路（道東）の生産者、加工者、作家、地域の学生、

地域市民が連携し「地域の食文化と産業の多様性、新たな学び

の試み」を目的としたイベント、災害時の訓練を開催し美原の

良さと安全性を広く知ってもらい釧路、美原が共に未来に繋が

る持続可能な地域経済発展に貢献することを目的とする。 

事業内容 

1．釧路みはらマルシェ 

月に 1 回美原ショッピングセンター内にて魚、肉、野菜、加工

品などのミニ市場を開く。釧路を中心とした道東の生産者と連

携し釧路の魅力ある特産物を販売することで美原への関心が高

まる。また、規格外などの本来廃棄される生産物を販売するこ

とでＳＤＧｓへの関心も高める。釧路公立大学ボランティア部

と共に企画から運営まで一緒に行うことで地域活動への参加意

欲を高め、地域とのより良い絆を深めながら地域の人材の育成、



活性化、若返り化のきっかけをつくる。 

 

2．釧路みはらフェス 

年に１回マルシェの日に合わせて美原ショッピングセンター内

にて子供も楽しめるスポーツイベントを開催する。駐車場内の

一画にトランポリンなどの体験コーナーを設置し身体を動かす

重要性と楽しみを実感してもらう。その他、大人から学ぶ昔お

もちゃ遊び広場を開催し竹馬やけん玉などを体験してもらう事

で日本の歴史を感じつつ文化を楽しみながら多世帯の交流を促

進する。 

 

3．釧路みはら de サバイバル 

～災害時助ける側になる為に～ 

年に 1 回釧路市立美原中学校体育館を使用し災害時の避難訓練

を行う。避難者の受付・誘導方法、簡易トイレ設置訓練、段ボ

ールベッド組立訓練等を行い避難場所の運営側としての学びの

場を提供する。釧路市立美原中学校の生徒も一緒に訓練を行う

ことで有事の際にも助ける側としての意識を持つ人材を育成し

ていく。次年度以降は釧路市社会福祉協議会よりレスキューキ

ッチンを借り炊き出し訓練なども行う。 

事業展開 

1.釧路みはらマルシェを 9/21・10/12 の２回開催した。 

出店店舗数は 9/21 は８店舗、10/12 は１２店舗でした。 

 

2.釧路みはらフェスを 10/12 にマルシェと同時開催しました。 

全長約８ｍのエアートランポリンを使ったハイハイレースやお

魚やアサリのつかみ取り、公立大学ボランティア部くしもり！

と美原の中学生が担当したトライアスロンゲームコーナーなど 

子供から大人まで楽しめるイベントとなった。 

 

３．釧路みはらｄｅサバイバルを釧路市立美原中学校で行いま

した。当日は釧路市防災危機管理課、美原地区連絡協議会、美

原地区防災推進協議会、釧路公立大学ボランティア部くしも

り！釧路市防災士ネットワーク、釧路市立美原小学校と協同し、

美原の防災力や関係団体との連携を強化しました。 

成果目標の達成状況 

釧路みはらマルシェ来場者２００名を目指していましたが、

9/21 は約２００名、10/12 は約５００名の方が来場されました。 

参加したい生産者、加工者、作家さんの出店数は、9/21 は８店

舗、10/12 は１２店舗でした。次年度２０店舗以上に増やしま

す。 

 

ショッピングセンター内に空き店舗がある事を美原内外の方 

達に広く知ってもらい新たな出店者を見つける目標では、美原

以外の来場者が半数以上おり、美原の実情を広く広報すること



が出来た。 

 

釧路市立美原中学校で行った防災授業では、釧路市防災危機管

理課、美原地区連絡協議会、美原地区防災推進協議会、釧路市

防災士ネットワーク、釧路公立大学ボランティア部くしもり！

と協同し、防災や災害時の訓練等を行い美原の防災力や関係団

体との連携をしました。美原小・中学校で開催した避難訓練に

は地域参加者は約１００名おりました。令和７年度はつくし幼

稚園や美原児童館とも連携し、9/6 に美原地区合同防災訓練を

行う予定です。 

波及効果の達成状況 

プロジェクトにより今まで購入できなかった釧路の特産物や生

鮮食品などを購入する事が出来た。それにより活性化された地

域経済が地域内の他の産業にも良い影響を与えた。また、地域

住民が一体となってさまざまな活動をする機会が増えることに

より地域コミュニティの結束が強化されました。 

実施体制 

特定非営利活動法人まなざしの和 

（6 名 内理事長 1 名 監査 2 名） 

連携した市担当課 

無 ・ 有 （こども保健部 こども育成課） 

（総務部 防災危機管理課） 

      （産業振興部 商業労政課） 

連携した市担当課が 

果たした役割 

（※有の場合） 

こども保健部こども育成課 

・イベントの周知 

・竹馬やけん玉の貸出 

総務部 防災危機管理課 

・避難訓練当日の講話や講師 

産業振興部 商業労政課 

・駐車場使用箇所の適正管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 支出決算書と支出内訳 

（収入） 

費目 決算額（円） 内訳 

輝くまちづくり交付金 １００，０００  

 ３２，７００ 売上 

自己資金 ５１０，５２２  

   

   

合 計 ６４３，２２２  

 

（支出） 

費目 決算額（円） 内訳 

対象経費 

消耗品費 １５，４６５  

使用料・賃借料 ９３，５５０ エアートランポリン・テント他 

謝礼 １０，０００ 元自衛官盛政様 

役務費 ６，１９５ 保険料・振込手数料 

印刷製本費 ３７，３３９  

委託料 ３００，０００ お魚つかみ取り・会場警備・情報発信 

   

   

   

   

   

   

小 計 ４６２，５４９  

対象外経費 

食材費 ３０，６７３  

人件費 １５０，０００  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

小 計 １８０，６７３  

合 計 ６４３，２２２  

 




